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CHNO，S，ハロゲン(F,Cl,Br,I)

 有機合成化合物の同定，純度確認，構造解析
 論文投稿規定
 JIS法（JIS M 8819:1997 石炭類及びコークス類-機器分析装置による元素分析方法 など)

 RoHS指令 (ポリ臭化ビフェニル（PBB）,ポリ臭化ジフェニルエーテル（PBDE））

 土壌のC/N比
など，主に定量目的に利用されている

主に，金属元素

 含有金属元素確認，定量
 担持金属の確認

など，主に定性・定量目的に利用されている
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CHNO，S，ハロゲン(F,Cl,Br,I)

 有機合成化合物の同定，純度確認，構造解析
 論文投稿規定
 JIS法（JIS M 8819:1997 石炭類及びコークス類-機器分析装置による元素分析方法 など)

 RoHS指令 (ポリ臭化ビフェニル（PBB）,ポリ臭化ジフェニルエーテル（PBDE））

 土壌のC/N比
など，主に定量目的に利用されている

無機元素分析 主に，金属元素

■ 含有金属元素確認，定量
■ 担持金属の確認

など，主に定性・定量目的に利用されている



北海道大学 総合研究基盤連携センター 機器分析受託サービス

Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen) 分析の概要 受託項目

6

Carbon Hydrogen Nitrogen

Surfer Fluorine ChLorine Bromine Iodine

有機元素分析 受託項目

・ CHN分析
（CHNの同時分析）

・ S･ハロゲン分析

・ 秤量
（重量測定）

（S，F，Clの組合せとBr，Iの
組合せは同時分析が可能）
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Carbon

Hydrogen

Nitrogen

Surfer
Fluorine

ChLorine

Bromine
Iodine

Carbon
Sample

B μgX μg

X/B×100＝ X/B  wt% for C

Sample

B μg

Y/B×100＝Y/B  wt% for S

Surfer

CHN分析，S・ハロゲン分析

Sample

CHN分析

Y μg

S・ハロゲン分析
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有機元素分析における “一般的な許容誤差 ”

±0.3 ％  または  ±0.4 ％ （絶対誤差）

当部門の分析

※CHN同時分析計メーカー値と，論文投稿規定における要求値の一例。

■ CHN

 精密分析 ― 値付けされた有機元素分析用標準試料が，絶対誤差として±0.3 ％に入るように測定装置
  を調整しながら進める測定。各試料に合わせて行う。

 スクリーニング分析 ― 測定装置状態に異常がないことを確認しながら進める測定。
          シミュレーションでは，標準試料の絶対誤差は概ね±0.5 %程度。

■ S・ハロゲン
  緻密な手操作による前処理と相対分析(イオンクロマトグラフ法)を組み合わせた分析。
  クロマトグラフ法は通常，相対誤差で3%程度と言われていますが，これまでの当部門のデータでは
  低濃度域の絶対誤差で S ±0.3 %，Cl ±0.3 %，F ±1.0 %，Br ±1.0 %程度です。

 分析の概要 分析精度
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分析精度及び進捗，料金の観点から，「精密分析」と「スクリーニング分析」を新たに設けました。
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精密分析とスクリーニング分析について
JM10とCE440の違い
提出試料について
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返却データ
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概略図 (装置；CE440、ヨコ型密閉系、純酸素系)

CHN分析 CHNコーダー
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CE 440      EXETER ANALITICAL, INC.

試料

メーカーカタログより抜粋

CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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CHNの値付けがされた標準試料と照らし合わせて定量しますが，全ての
試料が標準試料と同じ燃焼･分解をしているかの確認は難しいため，標
準試料と実試料から得られる出力値が同じであるかは，推測でしかあり
ません。

CHN分析 CHNコーダー
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酸化銀Ag2O/
タングステン酸銀
Ag2WO4

バナジン酸銀
AgVO3

還元銅 Cu

He(キャリアガス)
O2

試料

白金網 銀網銀網 銀網石英綿

燃焼管980℃ 還元管 620℃

過塩素酸マグネシウム(MgClO4)2
(約14%水分残留，別名;アンヒドロン)

石英綿
H2O吸収管・H検出器(Hを検出)

ソーダタルク NaOH

CO2吸収管・C検出器(Cを検出)

石英綿

タングステン酸銀
Ag2WO4/
酸化マグネシウム
MgO

過塩素酸マグネシウム(MgClO4)2
(約14%水分残留，別名;アンヒドロン)

N検出器(Nを検出)

タングステン酸銀Ag2WO4 / 酸化マグネシウムMgO ： フッ素除去
酸化銀Ag2O / タングステン酸銀Ag2WO4 ： ハロゲン除去
バナジン酸銀 AgVO3 ： 硫黄及びハロゲン除去
銀網 ： ハロゲン除去

CHNコーダー流路 (装置；CE440、ヨコ型密閉系、純酸素系)
CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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Hを例に

CHN分析 コンディショニングについて
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管内壁の状態

H検出器で正しい量
より少なく検出

直前にHが，0.5％の試料を測定した場合

続けて，Hが６％の高含有試料を測定した場合

管内へ 管通過 ⇒検出器へ
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管内壁の状態

H検出器で
正しい量を検出！

続けて，Hが６％の似通った含有量試料を測定した場合

直前にHが，５.5％の試料を測定した場合

管内へ 管通過 ⇒検出器へ

Hを例に
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測定直前の管状態が次の測定に影響する

％Hの似通った標準試料等でのコンディショニングが大事

試料の推定値情報が重要。
誤った情報だと，誤ったコンディショニングを行い，
結果も誤りを含むことになる

こちらの管状態で
測定する⁇

…次の試料

こちらの管状態で
測定する？

Hを例に
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分析精度 H について

H
精密分析

±0.3 ％に入るように測定装置を調整しながら測定。

H
スクリーニング分析（CE440機で固体標準試料を用いたシミュレーションデータ）

Hのスクリーニング測定は，含有が0~1%などの極端に低いものの測定後
はΔ-0.5%の誤差を生じ得ます。また，低含有の連続や，高含有の連続測
定でもΔ-0.3%に近い誤差を生じ易くなります。 Hの測定では，前後の測定
で下表の欄を超える連続測定において誤差を生じ易い傾向にあります。

Hが0％の化合物を測定した後にHを12.76％含む化合物を測定
した結果は12.31%になり，Δ-0.45%となった。

case1

Hが1.08％の化合物を測定した後にHを12.76％含む化合物を
測定した結果は，12.62%になり，Δ-0.14%となった。

case3

Hが12.76％の化合物を測定した後，続けて同じものを測定した
結果は，13.01%になり，Δ+0.25%となった。

case5

case8

Hが12.76％の化合物を測定した後にHを含まない0％の化合
物を測定した結果は，13.01%になり，Δ+0.25%となった。

case6

Hが1.08％の化合物を測定した後，続けて同じものを測定した
結果は，0.87%になり，Δ-0.21%となった。

測定対象元素

H 0～2% 2～6% 6～9% 9～12% 12%＜

連続測定を行う含有量範囲（当部門独自運用）

H含有量  case1 case2 case3 case4 case6 case7

生じ得る
誤差

Δ -0.5
%

Δ -0.5
%

<Δ-0.3
%

<Δ-0.3
%

case5 case8

<Δ -0.3%
<Δ-0.3

%
<Δ-0.3

% <Δ -0.3%

0 %

6 %

13 %

6.71 %

0 % 0 %

1.08 %

6.71 %

12.76 %

0 %

1.08 %

12.76 %12.76 % 12.76 %12.76 % 12.76 % 12.76 %

1.08 % 1.08 %

依頼の多い
含有量範囲

CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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C
精密分析

±0.3 ％に入るように測定装置を
調整しながら測定。

N
精密分析

±0.3 ％に入るように測定装置を
調整しながら測定。

N含有量  case1 case2 case3 case4 case5 case6 case7 case8

Δ -0.4
%

<Δ+0.3
%

<Δ+0.3
%

<Δ+0.3
%

生じ得る
誤差

<Δ-0.3
%

<Δ-0.3
%

<Δ-0.3
%付近

Δ -0.5
%

10.36 %

28.85 %

36.80 %

66.64 %

28.85 %

36.80 %

0 %

50 %

70 %

0 % 0 % 0 % 0 % 0 %

66.64 %

0 %

36.80 %

0 %

28.85 %

C含有量  case1 case2 case3 case4 case5

<Δ-0.3
%

生じ得る
誤差

<Δ-0.3
%付近

Δ -0.5
%以上

<Δ-0.3
%

<Δ-0.3
%

0 %

50 %

100 %

12.93 %12.93 %

76.00 %

94.34 %

76.00 %

100 %

12.93 %

94.34 %

76.00 %

100 %

NC

Cが12.93%の化合物を測定した後にCを94.34%含む化合物を測定した結果は
94.13%になり，Δ-0.22%となった。

case1

Cが76.00％の化合物を測定した後にC100％の化合物を測定した結果は75%にな
り，Δ-25%となった。

case2

Cが94.34％の化合物を測定した後にCが12.93％の化合物を測定した結果は
12.94%になり，Δ+0.01%となった。

case4

依頼の多い
含有量範囲

Nが0％の化合物を測定した後にNを28.85%含む化合物を測定した結果は28.68%になり，Δ-
0.17%となった。

case2

Nが0%の化合物を測定した後にNを66.64%含む化合物を測定した結果は66.21%になり，Δ-
0.43%となった。

case4

Nが28.85％の化合物を測定した後にNが36.80％の化合物を測定した結果は36.45%になり，
Δ-0.35%となった。

case5

依頼の多い
含有量範囲

Cのスクリーニング測定は，概ねΔ±0.3%以内で良好ですが，Cの含有が94.34%付近な
ど高含有の化合物は，case1の様にΔ-0.3%付近の誤差を生じ易く，完全燃焼に疑義があ
ります。 CE440機の機構上，この場合の改善は難しく，Cの推定値が94.34%以上の化合
物は，別機JM10で測定するのが望ましいと考えられます。

Nのスクリーニング測定は，概ねΔ±0.3%以内で良好ですが，Nを28.85%以上36.80%程度含む化合物は，
case3やcase5の様にΔ-0.3%～ Δ-0.4%程度，36.80%以上含む化合物はcase4の様にΔ-0.5%程度誤差を
生じ得ます。 

スクリーニング分析（CE440機で固体標準試料を用いたシミュレーションデータ）

分析精度 C 及び N について
CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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【 精密分析例 CE440機 】

【 スクリーニング分析例 CE440機 】

※ sp〇〇：標準試料， E○○○○：依頼試料

11測定中，
依頼試料数 8

8 / 11

前後の標準試料が< ±0.3%であることを
確認しながら進めます

分析の
スピードが
異なります

11測定中，
依頼試料数 4

%Hの上昇が大きいため，
段階的に上げていきます

4 / 11

※ sp〇〇：標準試料， E○○○○：依頼試料

Ｃ Ｈ Ｎ C H N C H N

1 sp 58 37.73 2.37 11.00 37.80 2.27 10.82 0.07 -0.10 -0.18

2 A/ E18○○○○ 39.26 3.07 2.85 38.13 2.71 2.46 -1.13 -0.36 -0.39

3 sp 58 37.73 2.37 11.00 37.68 2.22 10.83 -0.05 -0.15 -0.17

4 A/ E18○○○○ 48.58 2.45 0.00 48.59 2.36 -0.05 0.01 -0.09 -0.05

5 sp 58 37.73 2.37 11.00 37.69 2.22 10.85 -0.04 -0.15 -0.15

6 B/ E18○○○○ 72.43 3.49 0.00 71.97 2.29 0.01 -0.46 -1.20 0.01

7 sp 58 37.73 2.37 11.00 37.69 2.23 10.83 -0.04 -0.14 -0.17

8 sp 1 71.09 6.71 10.36 71.07 6.60 10.33 -0.02 -0.11 -0.03

9 sp 5 67.02 7.31 7.82 67.01 7.32 7.79 -0.01 0.01 -0.03

10 C/ E18○○○○ 65.31 7.22 0.00 65.45 6.66 -0.04 0.14 -0.56 -0.04

11 sp 5 67.02 7.31 7.82 66.98 7.33 7.78 -0.04 0.02 -0.04

Δ（％）
申込者 受付No

理論値または依頼試料推定値(%) 結果（％）

Ｃ Ｈ Ｎ C H N C H N

1 sp1 71.09 6.71 10.36 71.06 6.75 10.36 -0.03 0.04 0.00

2 D/ E18〇〇○○ 45 6 3.5 41.09 5.05 2.36 -3.91 -0.95 -1.14

3 D/ E18〇〇○○ 45 6 3.5 42.07 5.17 2.37 -2.93 -0.83 -0.61

4 D/ E18〇〇○○ 45 6 3.5 41.87 5.13 2.33 -3.13 -0.87 -1.17

5 E/ E18〇〇○○ 54 5 2.8 49.94 4.03 2.19 -4.06 -0.97 -0.61

6 sp1 71.09 6.71 10.36 70.96 6.75 10.35 -0.13 0.04 -0.01

7 F/ E18〇〇○○ 65.80 6.55 1.34 62.33 8.80 0.87 -3.47 2.25 -0.47

8 G/ E18〇〇○○ 75.93 4.31 0.89 75.72 4.78 1.07 -0.21 0.47 0.18

9 G/ E18〇〇○○ 72.53 5.02 1.76 72.44 4.75 1.71 -0.09 -0.27 -0.05

10 H/ E18〇〇○○ 50 4.5 3.00 35.87 1.44 5.08 -14.13 -3.06 2.08

11 sp1 71.09 6.71 10.36 70.88 6.63 10.30 -0.21 -0.08 -0.06

理論値または依頼試料推定値(%) 結果（％） Δ（％）
受付No申込者

分析進捗
«CE440機で標準試料を用いたシミュレーションデータ »

代表的な標準試料が大きく外れていないｌことを確認

CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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« 分析料金 CE440機-固体を抜粋»

学内者 学外者
（大学・公的機関）

学外者
（一般）

固体－CE440，スクリーニング 2,500円 4,000円 7,000円

固体－CE440，精密 4,100円 6,200円 9,300円

液体－CE440，スクリーニング 2,600円 4,600円 7,700円

液体－CE440，精密 4,300円 6,800円 9,900円

分析項目
分析料金

分析料金
CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

まとめ

CHN分析 精密分析とスクリーニング分析

19

精密分析 スクリーニング分析

分析精度 ◎ (＜ Δ±0.3%) 〇 (＜ Δ±0.5%)

分析進捗 〇 ◎

分析料金 △ ◎

分析目的，試料
・論文投稿データ
・合成生成物の最終チェック
・その他

・天然物試料の分析
・整数%での評価
・合成生成物の中途チェック
・その他

【 精密分析 】と【 スクリーニング分析 】

目的に合わせてご選択ください
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)CHN分析 JM10とCE440の違い
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JM10
(開放型-He酸素混合方式燃焼)

CE440
(密閉型-純酸素燃焼)

難燃性試料 ○ ◎
揮発性試料 × ○
吸湿性試料 × ○
Si含有試料 ○ △
Na含有試料 ○ △

残留物測定 ◎ ×

分析進捗 △ ◎

特長の異なる2種のCHNコーダー(JM10とCE440)を試料及び依頼の特性により使
い分けています。(依頼時にご指定いただくことも可能です)

装置比較詳細は，配布資料を
ご覧ください

CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)CHN分析 提出試料について

21

固体 液体

提出量 10 ｍｇ以上 20 ｍｇ以上

容器

試料形状

 均質

 粉末

 乾燥

 針状の試料は、２㎜以下の長さに。

 容器に貼りついている場合，剥がし砕いて提出

 均質

 固体除去

不安な場合はご相談ください

保管方法
ご自身でご選択
(分解性試料は，予約測定も可能。ご相談ください)

ご自身でご選択
(分解性試料は，予約測定も可能。ご相談く
ださい)

内径10㎜

長さ
35mm

内径6㎜ 内径4㎜

内径が狭すぎて，
スパーテルが
入りません

プラスチックや紙製容器は帯電し，
開いた時に試料が飛散します

試料量は
半分以下
の嵩で

内径18㎜

長さ
40mm

※大きな容器でも
分析は可能です
が，壁面が多く，
ロスも多くなり
ますので，より
多量を提出して
下さい。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

申込方法 WEB申込

CHN分析 分析申込

22

ログイン

分析申込 分析項目選択

申込内容入力

申込内容入力
※詳しくは「GFC総合システム利用

案内【総合版】P24以降をご参照
ください。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)CHN分析 分析申込

23

WEB申込 入力内容①

試料名は英数字10文字以内

≪重要≫
推定値(%)を参考にして分析標準
試料を選定します。 推定値が異
なった場合には，標準試料の選
定を誤り，正しい値を得られな
いことがあります。
合計が100%にならないと，申
込みを進められません。

分析項目を選択。
分析回数，処理回数を
入力してください。

分析項目を選択。
分析回数，処理回数を
入力してください。

＊ は，入力必須項目です。
入力漏れがあると，申込みを
進められなくなっています。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)CHN分析 分析申込

24

WEB申込 入力内容②

試料情報を入力。
分析に必要な情報です。
入力必須項目です。

分析目的により，許容誤差が異
なります

報文投稿 → 0.4%以内のジャーナル多
例)Combustion elemental analytical values for carbon and 

 hydrogen (and nitrogen, if present) agreeing with calculated 
values within 0.4%.【Organic LETTERS】

構造解析 → 例)ステアリン酸とパルミチン酸の合成確認
            ステアリン酸C18H36O2 C:75.93%, H:12.65%

       パルミチン酸C16H32O2 C:74.88%, H:12.48%

元素組成推定→例)天然試料中のCHN割合調査
C：N＝10：1など，比率での調査。

ΔC 1.05%, ΔH 0.17% の差異を確認したい(0.17%は不可)
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)CHN分析 分析申込
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WEB申込 入力内容③

申込書は印刷し，
試料と共にご提出
ください。

分析に関する確認情報を入力。
分析の進め方に関わります。

試料の提出方法と返却方法

画像を貼り付ける
ことができるよう
になりました

試料情報-1の情報は，データの機密性を考慮し，
データベース上には保存いたしません。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

報告書

CHN分析 返却データ

26

・ご所属，お名前
・受付No.
・試料名
・分析項目，詳細
・分析結果 ・ご所属，お名前

・受付No.
・試料名
・分析項目，詳細
・分析結果
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

報告書

※ 適宜改変することがあります

CHN分析 返却データ

27

大事なことが書かれてい
ます。
裏面もお読みください。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

申込書の推定値（％）が結果と大きく異なってはいませんか？注意１

CHN分析 返却データ

28

H C N

sp58
(4-Chloro-3-
trifluoromethyl)
phenyl thiourea

C8H6ClF3N2S 254.66 2.37 37.73 11.00

S = 12.59,
Cl = 13.92,
F = 22.38
mp:139～
141℃

sp17 Nicotinic acid C6H5NO2 123.11 4.09 58.54 11.38

sp21
a-Bromo
isovaleryl
urea

C6H11BrN2O2 223.07 4.97 32.31 12.56 Br = 35.82

sp1 Acetanilide C8H9NO 135.16 6.71 71.09 10.36

備考No 試料名 化学式 化学式量 構造式
含有量（％）

【 CHN分析及びSハロゲン分析共通 標準試料例 (キシダ化学製) 】

検量線用やコンディショニング用標準試
料として使用します。標準試料とされて
いるものは有機化合物で，CHNコーダー
で完全燃焼する試料です。含有元素(金属
元素など)による分析影響有無の確認にも
使用します。

結果を読む際の注意点

推定値が結果と大きく異なった場合、特にHに誤差を生じている
かもしれません。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

試料は均質でしたか？ 色の偏りは見られませんか？注意２

CHN分析 返却データ

29

ここから３ m g

M ixing

ここから３ m g

組成がそれぞれ異なるため、

全く 異なるデータが得られる

可能性があり ます

組成に偏り が無ければ、

どこから採取しても同じよう な

データが得られます

≪均質化とは≫

結果を読む際の注意点

異なる色の物質は，組成が異なる
かもしれません。

得られた結果にも偏りを生じているかもしれません。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

溶媒は十分に除去されましたか？
 試料の特性（吸湿性，揮発性など）をお知らせくださいましたか？

注意３

CHN分析 返却データ

30

残存溶媒の揮発などで，秤量値が減少すると…

A μg
A/(B-5) wt% 

A/(B-10) wt% 

A/(B-30) wt% 

結果wt％は，

C or H or S
など

Sample

B μgA μg
A/B wt% 

CHNコーダーまたは

ICからの検出値
天秤の秤量値

天秤での

秤量値

が変化

吸湿などで，秤量値が増加すると…

A μg

B＋5 μg

B＋10 μg

B＋30 μg

増加

増加

C  or  H  or  S などのw t%

A/(B＋10) wt%

A/(B＋30) wt% 

A/(B＋5) wt% 

B-10 μg

B-5 μg

B-30 μg

減少

減少

増加方向に

誤差を生じる

増加

増加

減少

減少

減少方向に

誤差を生じる

結果wt％は，

結果を読む際の注意点

≪ 吸湿または揮発による，秤量値変化の影響≫

CE440 密閉系

JM10 開放系

≪装置機構の影響≫

試料に拠り，適した分析があります。

CE440機は、2025年3月で利用を終了
以降は、下記装置で測定
・ JM10
・ FlashSmart（CE440の更新機。測定開始時期未定)
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

１） Ptボート（風袋）を秤量する ・・・ ①（ボート）秤量値 A(mg)

２） リゼロする（風袋引き）

３） Ptボート内に試料を入れ秤量する ・・・ ②（試料）秤量値 B(mg)

４） 添加剤を加え秤量する ・・・ ③（試料+添加剤）秤量値 C(mg)

４） CHN測定（950℃の燃焼炉で約4分間）

５） 約5分後に、Ptボートを秤量する・・・ ④（ボート+添加剤+残留物）秤量値 Z(mg)

６） Z－(C－B)－A  を残留物測定値 R(mg)として、報告する

※添加剤の役割：助燃効果、装置汚染防止効果、妨害元素の影響軽減効果

残留物測定の分析方法 ― JM10のみ ―

当部門における「残留物測定」で得られる値は、CHN測定の残渣の秤量値です。
単体で残る元素もありますが、多くの場合、酸化物や炭酸塩の状態で残り、また、キャリ
ヤーガスに運ばれ、減量されることもあります。
定量性は無く、おおよその数値であることをご理解のうえご利用ください。 

CHN分析 残留物測定 

31

詳細は，別添の
「残留物測定に
ついて」をご覧
ください

残留物測定（参考値）とは
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

分析の概要

CHN分析

S・ハロゲン分析
分析方法
提出試料について
分析申込
返却データ

秤量

データ返却

32
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

S・ハロゲン分析方法

【 STEP１ 】 試料の処理を行い，試料溶液を調製する

→ 酸素フラスコ燃焼法

【 STEP2 】 イオンクロマトグラフィー(IC)で試料溶液を測定

→ イオンクロマトグラフ法

酸素フラスコ燃焼法 ＋ イオンクロマトグラフ法 ⇒ S・ハロゲン分析
[酸素フラスコ燃焼-イオンクロマトグラフ法]

S・ハロゲン分析 分析方法

33

「日本薬局方 一般試験法 1.06 酸素フラスコ燃焼法：
2.検液及び空試験液の調製法」を参考に

この方法における燃焼温度は1000℃以上と言われています。無機化合物や難燃性試料の中には
完全燃焼分解しないものもあり得ます。
ご自身の試料に本方法が適しているかご検討ください。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

S・ハロゲン分析方法 ― 酸素フラスコ燃焼法 ―

１） 精秤した試料(約２㎎)をろ紙で包む。

２） 酸素フラスコの共栓に取り付けてある白金網で１）を包む。

３） 還元剤（過酸化水素、或いはヒドラジン）を添加した吸収液を予め入れたフラスコ内
を酸素で満たし、２）の白金網内のろ紙に点火して試料を燃焼し、ガス化したS及び
ハロゲンをイオンとして液に吸収させるため振とうする。なお，標準試料約５濃度に
ついても同様に操作する。

秤量 酸素充填 点火 振とう 静置包む

S・ハロゲン分析 分析方法

34
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

S・ハロゲン分析 ―絶対誤差と定量下限―

手間と緻密さが必要な酸素フラスコ燃焼法による試料溶液調製と
相対分析であるイオンクロマトグラフ法で定量する方法を採用し
ており，重量%に換算した定量下限と絶対誤差は下記の通りです。

＊イオンクロマトグラフ法 … 一般的に相対誤差3%

S・ハロゲン分析 分析方法

35

定量下限 絶対誤差

Ｓ 0.30 % ±0.30 %

Cl 1.40 % ±0.30 %

Ｆ 1.00 % ±1.00 %

Br 1.00 % ±1.00 %

I ― ―

（適宜改変される場合があります。）
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)S・ハロゲン分析 提出試料について

36

固体 液体

提出量 10 ｍｇ以上 20 ｍｇ以上

容器

試料形状

 均質

 粉末

 乾燥

 針状の試料は、２㎜以下の長さに。

 容器に貼りついている場合，剥がし砕いて提出

 均質

 固体除去

不安な場合はご相談ください

保管方法
ご自身でご選択
(分解性試料は，予約測定も可能。ご相談ください)

ご自身でご選択
(分解性試料は，予約測定も可能。ご相談く
ださい)

内径10㎜

長さ
35mm

内径6㎜ 内径4㎜

内径が狭すぎて，
スパーテルが
入りません

プラスチックや紙製容器は帯電し，
開いた時に試料が飛散します

試料量は
半分以下
の嵩で

内径18㎜

長さ
40mm

※分析は可能です
が，壁面が多く，
ロスも多くなり
ますので，より
多量を提出して
下さい。
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)S・ハロゲン分析 分析申込

37

WEB申込 入力内容

申込書は印刷し，
試料と共にご提出
ください。

画像を貼り付ける
ことができるよう
になりました

試料情報-1の情報は，データの機密性を考慮し，
データベース上には保存いたしません。

※詳しくは「GFC総合システム利用案内【総合版】
P24以降をご参照ください
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

報告書

S・ハロゲン分析 返却データ

38

・ご所属，お名前
・受付No.
・試料名
・分析項目，詳細
・分析結果

・ご所属，お名前
・受付No.
・試料名
・分析項目，詳細
・分析結果
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

結果を読む際の注意点

分析方法が，ご自身の試料に適しているかご確認下さい。
(酸素フラスコ燃焼法は，有機化合物を対象とした燃焼分解法のため，無機化合物や難燃性試
料などには，適さない場合もあります)

注意１

得られた分析値が，ご自身の目的に合致しているか再度ご確認下さい。
注意２

S・ハロゲン分析 返却データ

39

試料は均質でしたか？ 色の偏りは見られませんか？
(CHN分析と共通)

注意3

溶媒は十分に除去されましたか？
 試料の特性（吸湿性，揮発性など）をお知らせくださいましたか？

(CHN分析と共通)

注意4
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

分析の概要

CHN分析

S・ハロゲン分析

秤量
秤量とは
提出試料について
分析申込
返却データ

データ返却

40
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)秤量

41

秤量 [ 装置：電子ミクロ天秤 ]

メトラーXP6   計量範囲 ： 1 μg ～ 6.1 g  
メトラーXP2U    計量範囲 ： 0.1 μg ～ 2.1 g 

メトラーXPR2UV  計量範囲 ： 0.1 μg ～ 2.1 g 

【計量範囲】

ご自身の容器に，試料の希望量を量り採って，お返しするサービスです。

ミクロレベル（μg）の重量測定も可能

ご要望につき…
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Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)

1～10 mg依頼秤量値の目安
・1㎎以上が基本。希望秤量値に対し，0.3㎎を前後します。

容器にこびりついて固まっていない状態 （迅速秤量のため）試料の状態
・容器にこびりついて固まっている場合は、かきだす等して試料を容器からはがした状態でご提出ください。

試料と受器に枝番を連番でご記入ください試料枝番(連番)

取扱いに必要な情報は全てお知らせください (申込書に全て記載)試料の性質

直径1㎝以上の容器。予備分も必ずご用意ください受け容器

秤量 提出試料について

42

試料性状を保つため、試料の提出は、午前中に担当者に手渡しでお願いいたします。返却も
対応可能時間（平日9～16時）に手渡しを基本としていますが、時間外返却をご希望の方は、
お申し出により返却ボックスのご利用も可能ですので、申込書記載または担当者にお声掛け
ください。

【お願い】



北海道大学 総合研究基盤連携センター 機器分析受託サービス

Elemental Analysis
（CHN＆S,Halogen)秤量 分析申込
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WEB申込 入力内容

試料名は，複数申込でも代表す
る1件のみ記入(秤量のみ特例)

CHN，S・ハロゲン分析同
様に，試料情報詳細が必要
です。

秤量件数の明確化。 依頼秤量値と許容幅をお知
らせください。
通常、依頼秤量値に対し、
0.3㎎を前後します。
ご了承ください。

※詳しくは「GFC総合システム利用案内【総合版】
P24以降をご参照ください
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申込書例

申込書と共に「報告書」
が印刷されます。2枚合
わせてご提出いただき，
秤量した試料と共に報告
書をお返しいたします。

秤量結果記入欄

報告書申込書
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報告書

秤量 返却データ
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・ご所属，お名前
・受付No.
・試料名
・分析項目，詳細
・分析結果

・ご所属，お名前
・受付No.
・試料名
・分析項目，詳細
・秤量値結果

秤量結果記入欄
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分析の概要
 受託項目と得られる情報

・ 受託項目
・ 得られる情報
・ 分析精度

分析方法と注意点
CHN分析
残留物秤量
S・ハロゲン分析
秤量

分析申込について

データ返却

46
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• 分析結果は基本的に、機器分析受託サービス マイページ内の分析申込履歴画面より
電子データで返却します。

• 申込時に「分析結果の手渡し返却」を希望された方は，分析担当者と受け取りの日時
について打ち合わせの上，受け取りに受付までいらしてください。

• 申込時に「残試料返却」を希望された方は，分析終了後1か月以内に、受付の残試料
 返却BOXからお持ち帰りください。

詳細はGFC総合システム利用案内をご確認ください
https://www.gfc.hokudai.ac.jp/system/ias/doc/flow
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有機元素分析 CHNO，S，ハロゲン(F,Cl,Br,I)

 有機合成化合物の同定，純度確認，構造解析
 論文投稿規定
 JIS法（JIS M 8819:1997 石炭類及びコークス類-機器分析装置による元素分析方法 など)

 RoHS指令 (ポリ臭化ビフェニル（PBB）,ポリ臭化ジフェニルエーテル（PBDE））

 土壌のC/N比
 など，主に定量目的に利用されている

主に，金属元素

 含有金属元素確認，定量
 担持金属の確認

など，主に定性・定量目的に利用されている
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無機元素分析

無機元素分析（inorganic elemental analysis)の受託分析を行っています。

オープンファシリテイ利用もできます。
ご相談は，icp@gfc.hokudai.ac.jp または 内線9183にご連絡ください。

ICP-OES ICP-MS 前処理装置

mailto:icp@gfc.hokudai.ac.jp
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• 分析方法がご自分の試料に合致しているか、など不安・疑問がある場合は、事前にお
知らせ、あるいはご相談ください。

• 結果が思わしくない場合、疑問がある場合、さらに検討を希望する場合などは、お気  
軽にご相談ください。

こんな場合はご相談ください

50

みなさまのご利用を
お待ちしております
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